
●斎藤委員長の集会発言

三里塚闘争を共に闘う仲間

のみなさん、お疲れ様です。

市東さんの農地死守・三里

塚闘争勝利へ力を合わせ、本

日の行動を力強く打ち抜いて

いきましょう。

この間全学連や動労千葉・

動労水戸をはじめとした、階

級的労働運動を闘う仲間たちの、国際連帯への取り組

みで見えてきたことの一つに、三里塚闘争がどれほど

世界中の労働者民衆の闘いを勇気づけ、各国の支配者

たちの戦争策動をとめてきたか、ということがありま

す。

ヨーロッパ最強の反核運動の拠点として、有名なゴ

アレーベンの仲間たちや、東アジアをめぐる戦争危機

の高まりの中で、政府打倒のゼネラルストライキに立

ち上がる、韓国・民主労総の仲間たちがいます。

多くの仲間たちが、この三里塚闘争に感動していま

す。支配者の側が、実力闘争の意義を低めたがるのは

当然ですが、弾圧を恐れ、やりたくないために、その

意義を低めたがる勢力はこの国にはとにかく多いこと

は、みなさんもよく知っていると思います。

日本の中から、日本の社会運動を評価しようとする

と、見えなくなりがちですが、改めて三里塚闘争が挑

戦してきた内容は、世界中の闘いの先頭に立っている

ことに、改めて自信を持ちましょう。

経済危機に追い詰められた資本主義は、戦争への衝

動を一挙に強めています。東アジア、ひいては世界の

覇権を巡る核戦争が、朝鮮半島で火を噴こうとしてい

ます。この時代に、韓国の労働者・学生・農民や市民

は力を合わせて、政権打倒、「死ぬほど働いても生き

られない国家は、自分たちの国ではない」と訴えて、

ゼネラルストライキに立ち上がっています。

日本ではどうでしょうか。20年前、北朝鮮を制圧す
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【10月21日(金)京都行動 要項】
●京都大学キャンパス集会＆デモ

11：50～ 京都大学時計台前にて 集会後、大学一周デモ

●京都市内デモ 18：30 三条大橋下集合
【主催】全日本学生自治会総連合/京都大学全学自治会同学会中央執行委員会



るために作られた、「作戦計画5027」には、成田空

港の全面的な軍事動員がうたわれていましたが、集

会に集まっている私たちによって見事に粉砕されま

した。追い詰められた日本の支配階級は、徹底して

暴力的な方法に訴えることによってしか、戦争を進

めることが出来なくなっています。沖縄での基地反

対闘争への、襲撃と法的論理すら超越した反動判決。

大分県警による、野党選挙事務所への盗撮や、全学

連大会への一線を越えた暴力的襲撃。「働き方改革」

と称して、進行する生活と安全破壊。追い詰められ

た国家権力の凶暴さは、運動の側の原則的構えと覚

悟、労働者民衆に広めていく知恵と不屈の挑戦によっ

て、必ず逆テコにしていくことが出来ます。

大学では、70年ぶりに軍事研究が公然と始まりま

した。京都大学で反戦ストライキが、53年ぶりに無

期停学処分の対象とされています。10月3日の抗議集

会は、65年前の朝鮮戦争の際に作られた学内規定に

よって、禁止されました。他方、京大4学生処分撤回

署名は、あっという間に5000筆を超え、京大同学会

と全学連が先頭に立って示した、「戦争絶対反対」

の決意は希望の火となって広がっています。全学連

は、この処分撤回闘争を突破口に、学生運動の復権

―全国大学反戦ストライキの嵐を作り出す決意です。

今年の10．21国際反戦デー行動は、東京・京都を

中心に全国で行います。かつてベトナム戦争を、労

働者民衆の国際連帯とストライキをはじめとした実

力闘争によって止めた歴史を蘇らせ、11・6労働者集

会―国際共同行動への大結集を作り出すものにして

いきたいと思います。共に前へ！闘いましょう！あ

りがとうございました！

国境をこえた団結で朝鮮侵略戦争と労働法制改悪阻止へ!

11月６日(日) 正午 東京･日比谷野外音楽堂

11月13日(日) ソウル
＜呼びかけ＞全国民主労働組合総連盟ソウル地域本部(民主労総ソウル地本)／国鉄千葉動力車労働組合(動労千葉)

／全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部(関生支部)／全国金属機械労働組合港合同(港合同)


